
 

派遣社員 キャリア形成支援マニュアル 

 

1. 教育訓練の目的 

派遣社員一人一人の就業経験や、本人の希望に応じ実施するキャリア・コンサルティングに

基づき、派遣社員のニーズや市況感に副った段階的かつ体系的な教育訓練を運用すること

で、派遣就労を続けながら「専門性の向上」や「より幅広い職域の拡大」などのキャリア形

成を支援し、同時に「正社員化」や「直接雇用化」などの安定就業を図ること等により、 

処遇の向上に繋げることとする。 

2. 対象者 

当社が雇用する全ての派遣社員を対象とする。 

尚、教育訓練内容に係る能力を十分に有していることが明確な者については希望者のみと

する。 

3. 実施内容 

入職 1 年目は基礎的・共通的な教育訓練を中心とし、更に業種や職種に応じた分野別・専門

的な教育を必要に合せて実施する。その後は勤務年数や職歴等を踏まえ、各人のキャリアア

ップに資するようなスキル・知識の習得、資格取得に向けた教育訓練の受講を支援する。 

無期雇用派遣社員については短期的な視点のみならず、中長期的なキャリア形成をより一

層重視したキャリア・コンサルティングや教育訓練の実施、キャリアパスの実現を目指す。 

4.実施方法 

教育訓練は以下の方法で実施する。 

・派遣元発信の e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ 

・派遣先で実施する e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ、OJT 

・資格取得に向けた各種外部講習会 

5.実施時期・頻度・時間 

入職時の訓練も含め、雇用開始後 3 年間は毎年 1 回以上の教育訓練機会を提供し、その後

キャリアの節目等、一定の期間毎にキャリアパスに応じた教育訓練を実施する。 

実施時間については、フルタイムで 1 年以上の雇用が見込まれる派遣社員一人あたり、少

なくとも最初の 3 年間は毎年概ね 8 時間以上実施する。短時間労働者には、フルタイム勤

務者の勤務時間に比例した訓練機会を提供する。 

また雇用開始後３年経過以降は、上記 3.の状況を鑑み、必要に応じた訓練機会の提供を行

う。 

6.勤務上の取扱い 

当社の指定する段階的かつ体系的な教育訓練については、有給かつ無償で行うこととする 

 

 



7.教育訓練計画の周知 

労働契約締結前に書面にて明示のうえ、事務所内にて備え付けるものとする。 

変更があった場合は、速やかに派遣社員全員に周知を行う 

8.キャリアアップ措置に関する書類及び記録の保存 

キャリアアップ措置に関する書類及び記録等は、労働契約終了後（更新された場合は当該更

新契約終了後）3 年間は保存するものとする。 

9.キャリアコンサルティングの相談窓口と実施 

各事業所にキャリアコンサルティング担当者を配置し、派遣社員の希望に応じ随時キャリ

アコンサルティングを実施する。 

・実施方法：面談、電話での相談、Ｅメール、スカイプ等による相談とする。 

・担当者： 

（市原事業所） 渡邊 誠       Tel.0436-62-3211（内線 6130） 

Makoto.Watanabe@mitsuichemicals.com  

（名古屋事業所）藤田 和人       Tel. 052-614-2597（内線 2303）

Kazuhito.Fujita@mitsuichemicals.com 

（大阪事業所）寺西 宏一       Tel.072-268-1154  (内線 5589) 

Kouichi.Teranishi@mitsuichemicals.com 

（岩国大竹事業所）富本 常寿      Tel. 0827-52-4514（内線 4900）

Tsunehisa.Tomimoto@mitsuichemicals.com  

（大牟田事業所）松永 光弘      Tel.0944-51-8132（内線 4955） 

Mitsuhiro.Matsunaga@mitsuichemicals.com  

10.派遣社員のキャリア形成を念頭においた派遣先提供のための手引き 

(1)派遣労働者対応 

①派遣労働者の相談対応 

 ・派遣労働者からの相談はプライバシーに配慮する。 

 ・将来どの様なキャリアを歩みたいのか、派遣労働者の希望を聴取する。 

 ・派遣労働者に対し、これまでの経歴を踏まえたキャリアパスの選択肢を示す。 

 ・派遣労働者の希望や経歴を踏まえた選択肢に係る派遣労働のニーズ等、労働市場の動向

について情報提供する。 

②派遣労働者への紹介 

 ・希望条件に合致する派遣労働があったときは、派遣労働者に提示する。 

 ・その際、可能な限り派遣労働者のキャリア形成に資する労働者から提示するよう努める。 

(2)派遣先対応 

①派遣先の開拓 

 ・派遣先の開拓にあたっては、従来からの顧客については定期的に訪問して派遣受入希望

の有無を確認する他、新規顧客の開拓も積極的に行う。 



 ・開拓にあたっては、当社に所属する派遣労働者の特徴及び成果についてアピールする。 

②派遣受入希望の受付 

 ・派遣受入希望の受付にあたっては、その内容が真実であること、法令違反がないことに

ついて予め確認する。 

③派遣受入条件の見直し 

 ・派遣受入条件に見合った派遣労働が極めて少ない状況である場合には派遣受入条件の

見直し等について相談を行う  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙１） 

段階的かつ体系的な教育訓練 

 

 
STEP1  

派遣はじめて層 

STEP2 

派遣中堅層（2～3 年） 

STEP3 

派遣ﾍﾞﾃﾗﾝ層（4 年以上） 

レベル ●就業先のガイダンスや指示

の下で基本的なことは実践で

きる 

●就業先のガイダンスや

指示の下で独力で業務を

実践できる 

●就業先や職責が変わっても独

力で業務を実践できる 

●後進の手本となって業務の指

示ができる 

ビジネス 

スキル 

●派遣社員として働く上での

基礎知識がある 

●社会人としての基本的なコ

ミュニケーションができる 

●正確に聞く・話すことがで

きる 

●派遣社員で働く上での個人

情報・セキュリティ保護の基

礎知識がある 

●基本的な倫理観がある 

●ガイダンスや指示のもとで

PDCA サイクルを回すことが

できる 

●派遣社員として適切な

ビジネ スマナー、立ち

振る舞いができる 

●派遣社員として良好な

コミュニケーションがで

きる 

●独力で PDCA サイク

ルを回すことができる 

●問題解決ができる 

 

テクニカル 

スキル 

●その分野における基本的な

知識とスキルを持っている 

●就業先のガイダンスや指示

の下で実践できる 

●OA 初級程度 

●その分野における知識

とスキルを持っている 

●就業先のガイダンスや

指示の下、独力で実践で

きる 

●OA 中級程度 

●OA 上級 

●その分野における専門的な知

識・スキルを持っている 

●就業先や業種が変わっても独

力で実践できる 

●後進への指導ができる 

キャリア ●就職活動対策（履歴書・職務経歴書の書き方）、面接対

策 

●雇用情勢や働き方を知る 

●ライフプランとキャリアデザイン 

●スキルの棚卸、仕事への価値

観 

●就職活動アクションプラン 

●雇われ続ける力 


